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≪ 一粒の麦 》

一粒の麦は、地に落ちてダLな なければ、一粒のままである。だが、

死ねば、多くの実を結ぶ。自分の命を愛する者 |ま 、それを失うが、こ

のせで
｀
自分の命を′1確鶴

｀
者は、それを保 って水遠の命に至る。

ヨハネ福音響 12章 24節 以下の言葉には、イエス自身と、その後に続
く殉教者たちの運命が明示されます。このせの命が否定されても、永遠の

命が保証 されます。ここで、人拒 を超えた神の真理が語られます。

今は冬 、番ではキリストの i'拳涎節ですが、一粒の麦の話は、紀え 29年 、
乃三は 30年 の春の受難還の始まりの日にイi風 スが譜った営業で｀した。
時が経ち、紀え 1597年 の今日、2月 5臓 (陰暦 :慶長 1年 12月 )、

西藤本一帯から集められたキリスト教徒 (キ |リ シタン )26人 が、長崎の
西坂で殉教の几を遂げます。現地の長崎の出身者は 13歳の少年だけでし
たが、その他の日本人は東海地方や関西、卿国から、さらに外国出身の修

道士 (ス ペイン人 、ボル トガル人、メキシヨ人 )ら が、これに加わ りまし

た。葉教すればメP時 解放 とヽヽ う条件で、長哨までの速い道の サ)を 、見せ し

めのための行進が東から西へと決行 されたのです。それぞれが麦の粒とし

て地に落ちて死んで、多くの実を結ぶために。

事件が起 きたのは、西洋の宗教改革が進み西方教会の分裂がほば決定的

となった 16世紀の終 り頃のことていした。にもかかわらず 、こlれ らの東洋
の殉教者の命日 (記念日 )は 、コーーロッパではカ トリッグ教会ばか りで

｀
な

く、プロテスタン トの教会でも覚えられ教会暦に明記 されたグ)で
｀
した。

日本の (カ トリッグ )教会は、その後 、長い隠れキリシタンの時代 を経

て明,`:時代に入 り、一度は億教の自由を獲得 |´ 、プロテスタント教会や東

方正教会と共に国内に広まりますが、その後 、日本 と欧米との深刻な対立

が進おにつれて再び国家からの弾圧 を受けて|し まいます。

21世 紀に入った今でも、せ間にはまだ一部 、キ :リ スト教会に対する儡

見が残っていることは否定できません。「 多 くの実を結んだ 」西洋の世界

とは異なり、「 麦 」が発芽するための地味が肥決ではなかったので
｀
しょう

か。/hだ 、日本では多くの書店で聖書が販売 されており、読者も多くいる

ことは間違いありません。形 を変えた「 隠れ聖書愛読者 」の時代が来てし

まったので
｀
しょうか。



あと数年1'a(紀几 2 0 2 9or2()30年 )に 、イエス・キリストの受難
とイ災活から2000年 の時を迪えます。世界のキリスト教奈が、機 も東も
共に、この記念すべき時を

'IL和
に迎えるためには、神 と人、人 と人との緊

密な協力は避けて通れなヽヽこととなるで
｀
しょう。

《 真理の光 ≫

神は、その独 り子 をお与えになったほどに、せ を愛された。推「子 を

信 じる者が一人 も減びないで、永遠の命を得るためである。

ヨハネ福音書 3章 16節 の言葉は、多くの人マに愛され 、多くの人マが
救われた言葉です。ここで 1よ 信 じた人が義とされるか否かは間われません。

その人が減びることがな く、永遠の命が与 えられることが約束されます。

ヨハネ福普書のメッセージとは、せ を照らす光として天から来られ 、ス

に帰られるイエスのみが人間を救える唯一の存在であるとい うメッセージ

です。そこに神の力が働 き、その業が成 し遂げられることにおいてのみ人

は救われるのだと。そのために人が為すべ きことをあれこれと並べたてる.

ことはしません。人はただ、葡萄の樹の技のように神に繋がっていればよ

いのです。神 と人間の生態系はこうして保たれます。さもな`ければ生きた

枝 としてではな く、焚き付けに使用 される薪と化 してしまうのです (同 書

15章 )。

御子 を信 じる者は裁かれない。億 じない者はすでに裁かれてい る。

3章 18節 にある強烈なメッセージです。始めは信 じていな くとも、彼
から信 じるようになるケースでは、キ遅れな|'の でしょうか。

裁 くのは神です。神がその独 り子を賜 った時に、もう「 すでに裁かれく

いる」者たちの運命はどうなったので しょうか。神は大地の造 り上で
｀
ある

と聖書は教えます。神は「 すでに裁かれている」者たちの造 り立で
｀
もあっ

たのです。

聖書によると、 .そ の者たちは、自らの恙行を目立たな くするために、闇

を婚む傾向があったようです。だから光 (配 ィェス・キリスト )が 世に未



ても、光の下には未ようとはしなかったのです。彼らが神の独り子の名 を

億 じなかったことと同じです。そこに、長期にわたって不信仰の時代が存

続 していたとい う膳史的事実が語られていたのです。読者はたず、そのこ

とに気が付 くことが求められます。

時が満ちて、神の光が、このせの大勢を占める闇の中へと突き刺ささ″,

ます。「 光あれ 」と叫ばれた天地創造時の神の構F旨 が、長い時を隅ててイ

エス 。キリストの出現において再起動 しているようです。

しかし、それで終わ りなのではありません。聖書 を読み、祈 ヤ′をささげ、

神の独 り子の名を信 じて命に至る道の扉は、今でも人類の住むこの世界の

ス中に開かれているのです。

わたしは道であり、真理で`あり、命である。わたしを曇らなければ、

だれも父 (である神 )の もとに行 くことができない。

(同書 14章 6節 )


